
JP 6199388 B2 2017.9.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス、ＭＢＭＳを提供する第１
のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別することと、
　前記隣接セルを特徴付ける、ユーザ機器、ＵＥによって保持される情報に基づいて、前
記隣接セルが前記第１のセル内で提供されるＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭＳサービ
スを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、前記ＵＥにおいて決定すること
と、
　前記隣接セルを特徴付ける、前記ＵＥによって保持される情報に基づいて、前記隣接セ
ルが会場内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかを
、前記ＵＥにおいて決定することと、
　前記ＵＥが前記第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、前記隣接セルが
、前記会場内サービスあるいは前記第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストま
たはマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動すること
、または前記ＵＥが前記第１のセル内でブロードキャストまたはマルチキャストサービス
を受信している時に、前記隣接セルが、前記ブーストされたユニキャストサービスあるい
は前記第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマルチキャスト
サービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することと、
　を備える、方法。



(2) JP 6199388 B2 2017.9.20

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記第１のセルは、マクロセルおよび１つまたは複数のスモールセルを含む異種ネット
ワークを備え、少なくとも前記隣接セルは、前記１つまたは複数のスモールセルに含まれ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥが前記第１のセル内で動作している間に、システム情報ブロック、ＳＩＢを受
信することをさらに備え、前記ＳＩＢは、１つまたは複数のセルに関連付けられたサービ
スエリアアイデンティティ、ＳＡＩを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＩＢは、前記隣接セルの物理セルアイデンティティ、ＰＣＩを含み、前記ＵＥは
、前記隣接セルが、前記ＰＣＩに基づいて、会場内サービスを提供するか、ブーストされ
たユニキャストサービスを提供するかを決定する、または前記ＳＩＢは、前記隣接セルに
関連付けられたＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする情報を備える、または前記ＳＩＢは
、前記第１のセルに関連付けられた周波数、前記隣接セルに関連付けられた周波数、およ
び少なくとも１つのＳＡＩを識別する情報を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのためにネットワークオペレータによっ
て確保された第１の複数のＰＣＩのうちの１つであるか、またはブーストされたユニキャ
ストサービスを提供するセルによって使用される第２の複数のＰＣＩのうちの１つである
、または前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのために確保される複数の予め定
義されたＰＣＩのうちの１つである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記情報は、
前記隣接セルの特徴に基づいて生成される、または前記隣接セルに関連付けられた前記Ｐ
ＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記情報は、前記隣接セルによって報告された前記隣
接セルの特徴に基づいて、ネットワークエンティティによって提供される、または前記隣
接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記情報は、前記第１
のセルの基地局によって提供される、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＩＢは、前記隣接セルのＳＡＩを識別し、前記隣接セルの前記ＳＡＩは、会場内
サービスに対応する、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のセルが前記会場内サービスを提供しない時に、前記隣接セルが前記会場内サ
ービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のセルが前記会場内サービスを提供しない時に、前記隣接セルに移動すること
は、
　ネットワークオペレータまたはユーザの予め定義された好みに基づいて、前記会場内サ
ービスを選択するかどうかを決定することと、
　前記ＵＥが前記会場内サービスを選択した場合に、前記隣接セルに移動することと、
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥが会場内サービスを選択した場合、前記第１のセル内で利用可能な全国向けの
サービスを終了させることをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる前記
ＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】



(3) JP 6199388 B2 2017.9.20

10

20

30

40

50

　前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる前記
ＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することは、
　ネットワークオペレータまたはユーザの予め定義された好みに基づいて、前記ＭＢＭＳ
サービスを選択するかどうかを決定することと、
　前記ＵＥが前記ＭＢＭＳサービスを選択した場合に、前記隣接セルに移動することと、
　を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる、前記隣
接セルによって提供されるＭＢＭＳサービスを選択した場合、前記第１のセル内で利用可
能なサービスを終了させることをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　請求項１乃至１３のいずれか１項に記載のステップを実行するように配置された手段を
備える、装置。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムであって、
　実行されたとき、少なくとも１つのコンピュータに、請求項１乃至１３の１項に記載の
方法を実行させるための実行可能な命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１２年８月２日に出願された、「MBMS SUPPORT IN HETEROGENEOU
S NETWORK AND IN-VENUE」と題された、米国仮出願番号第６１／６７９，０４９号、およ
び２０１３年７月３１日に出願された、「MBMS SUPPORT IN HETEROGENEOUS NETWORK AND 
IN-VENUE」と題された、米国特許出願第１３／９５６，１１９号の利益を主張し、それら
の全内容は、参照により本明細書に明示的に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に、通信システムに関し、より具体的には、ブロードキャスト
、マルチキャスト、およびユニキャストサービスを提供するワイヤレスシステムに関する
。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域
幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができ
る多元接続技術を採用しうる。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスに、都市レベル、国レベ
ル、地域レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信を可能にさせる、共通のプロトコル
を提供するために、様々な電気通信規格に採用されている。台頭してきた電気通信規格の
例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナー
シッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信シス
テム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格を強化したもの（enhancements）のセットである。それ
は、スペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを向上させること、
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新たなスペクトルを利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）にＯＦＤＭＡを、アップ
リンク（ＵＬ）にＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使
用して、より適切に他のオープン規格と統合することによって、モバイルブロードバンド
インターネットアクセスをより適切にサポートするように設計されている。しかしながら
、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるのに伴い、ＬＴＥ技術に
はさらなる改良を求める必要性が存在する。望ましくは、これらの改良は、これらの技術
を用いる電気通信規格および他の多元接続技術に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示の１つの態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置は
、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供するネ
ットワーク内で動作するユーザ機器（ＵＥ）が、異なる動作特徴を有する隣接セル間を見
分けるのを可能にすることが提供される。例えば、ＵＥが、対応するサービスを受信する
ために隣接セルに切り替えることを必要とするかどうかを、ＵＥが決定できるように、Ｕ
Ｅは、スモールセルがブロードキャストサービスまたはブーストされた（boosted）ユニ
キャストサービスを提供するかどうかを決定しうる。
【０００６】
　[0006]　本開示の１つの態様では、方法は、ＭＢＭＳを提供する第１のセル内で動作し
ている間に、隣接セルの存在を識別することと、隣接セルを特徴付ける、ＵＥによって保
持される情報に基づいて、隣接セルが第１のセル内で提供されるＭＢＭＳサービスとは異
なるＭＢＭＳサービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、ＵＥにおい
て決定することと、を含むことを提供される。方法はさらに、隣接セルを特徴付ける、Ｕ
Ｅによって保持される情報に基づいて、隣接セルが会場内サービス（in-venue service）
を提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかを、ＵＥにおいて決定
することと、ＵＥが第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、隣接セルが会
場内サービスあるいは第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストまたはマルチキ
ャストサービスを提供すると決定された場合、またはＵＥが第１のセル内でブロードキャ
ストまたはマルチキャストサービスを受信しており、隣接セルがブーストされたユニキャ
ストサービスあるいは第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたは
マルチキャストサービスを提供すると決定された場合、隣接セルに移動することを含む。
【０００７】
　[0007]　本開示の１つの態様では、第１のセルは、マクロセルおよび１つまたは複数の
スモールセルを含む異種ネットワークを備える。少なくとも１つの隣接セルは、１つまた
は複数のスモールセルに含まれうる。
【０００８】
　[0008]　本開示の１つの態様では、方法は、ＵＥが第１のセル内で動作している間に、
システム情報ブロック（ＳＩＢ）を受信すること含む。ＳＩＢは、１つまたは複数のセル
に関連づけられたサービスエリアアイデンティティ（ＳＡＩ）を含みうる。ＳＩＢは、隣
接セルの物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）を含みうる。ＵＥは、隣接セルが、ＰＣＩ
に基づいて、異なるＭＢＭＳサービス（例えば、会場内サービス）、同じＭＢＭＳサービ
ス、またはブーストされたユニキャストサービスを提供するかどうかを決定しうる。ＰＣ
Ｉは、会場内サービスを提供するセルのためにネットワークオペレータによって確保され
た第１の複数のＰＣＩのうちの１つであるか、またはブーストされたユニキャストサービ
スを提供するセルによって使用される第２の複数のＰＣＩのうちの１つでありうる。ＰＣ
Ｉは、会場内サービスを提供するセルのために確保される複数の予め定義されたＰＣＩの
うちの１つでありうる。
【０００９】
　[0009]　本開示の１つの態様では、ＳＩＢが、隣接セルに関連付けられたＰＣＩのリス
トにＳＡＩをマッピングする情報を備える。隣接セルに関連付けられたＰＣＩにＳＡＩを
マッピングする情報は、隣接セルの特徴に基づいて生成されうる。隣接セルに関連付けら
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れたＰＣＩにＳＡＩをマッピングする情報は、隣接セルによって報告された、隣接セルの
特徴に基づいて、ネットワークエンティティによって提供されうる。隣接セルに関連付け
られたＰＣＩにＳＡＩをマッピングする情報は、第１のセルの基地局によって提供されう
る。
【００１０】
　[0010]　本開示の１つの態様では、ＳＩＢは、第１のセルに関連付けられた周波数、隣
接セルに関連付けられた周波数、および少なくとも１つのＳＡＩを識別する情報を備える
。ＳＩＢは、隣接セルのＳＡＩを識別しうる。隣接セルのＳＡＩは、会場内サービスに対
応しうる。
【００１１】
　[0011]　本開示の一態様では、方法は、第１のセルが会場内サービスを提供しない時に
、隣接セルが会場内サービスを提供すると決定された場合、隣接セルに移動することを含
む。第１のセルが会場内サービスを提供しない時に隣接セルに移動することは、ＵＥのユ
ーザに会場内サービスの利用可能性を指示することと、ユーザが会場内サービスを選択し
た場合に、隣接セルに移動することを含みうる。方法は、ユーザが会場内サービスを選択
した場合、第１のセル内で利用可能な全国向けのサービス（national service）を終了さ
せること（terminating）を含みうる。
【００１２】
　[0012]　本開示の１つの態様において、方法は、隣接セルが第１のセル内で提供される
ＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、隣接セルに
移動することを含む。ＵＥは、ＵＥのユーザに隣接セルによって提供されたＭＢＭＳサー
ビスの利用可能性を指示し、ユーザがＭＢＭＳサービスのうちの１つを選択した場合、隣
接セルに移動しうる。方法は、ユーザが第１のセル内で提供されるＭＢＭＳサービスとは
異なる、隣接セルにおけるＭＢＭＳサービスを選択した場合、第１のセル内で利用可能な
サービスを終了させることを含みうる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、ネットワークアーキテクチャの例を示す図である。
【図２】図２は、アクセスネットワークの例を示す図である。
【図３】図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図である。
【図４】図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示す図である。
【図５】図５は、ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの例
を示す図である。
【図６】図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を
示す図である。
【図７】図７は、異種ネットワークにおいて範囲の拡張されたセルラ領域を示す図である
。
【図８Ａ】図８Ａは、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワークにおける
発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスチャネル構成の例を示す
図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、マルチキャストチャネルスケジューリング情報メディアアクセス制
御の制御エレメントのフォーマットを示す図である。
【図９】図９は、移動性（mobility）と、会場内およびブーストされたマルチキャストサ
ービス（boosted multicast service）とに関する特定の態様を示す。
【図１０】図１０は、異種ネットワーク内および会場内のＭＢＭＳに関する特定の態様を
示す。
【図１１】図１１は、異種ネットワーク内および会場内のＭＢＭＳに関する特定の態様を
示す。
【図１２】図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１３】図１３は、例示的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネント間
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のデータフローを示す概念的データフロー図である。
【図１４】図１４は、処理システムを用いる装置のためのハードウェアの実装の例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0028]　添付の図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、様々な構成の説明とし
て意図されたものであり、本明細書で説明される概念が実装されうる、唯一の構成を表す
ことを意図したものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的の
ために、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なし
に実装されうるということは、当業者に対して明らかであろう。いくつかの例では、その
ような概念をあいまいにすることを避けるために、周知の構造およびコンポーネントが、
ブロック図の形式で示される。
【００１５】
　[0029]　電気通信システムのいくつかの態様が、ここで様々な装置および方法に関連し
て表される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、添付の図
面において、様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、処理、ア
ルゴリズムなど（集合的に「エレメント」と呼ばれる）によって示される。これらのエレ
メントは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはこれらの任意の組み合
わせを使用して実装されうる。そのようなエレメントがハードウェアとして実装されるか
ソフトウェアとして実装されるかは、システム全体に課された設計の制約および特定のア
プリケーションに依存する。
【００１６】
　[0030]　例として、エレメント、またはエレメントの任意の一部、またはエレメントの
任意の組み合わせは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装
されうる。プロセッサの例は、本開示を通して説明される様々な機能を行うように構成さ
れた、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデ
バイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、離散ハードウェア回路、および他
の適切なハードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソ
フトウェアを実行することができる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、
ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれる場合も、それ以外の名
称で呼ばれる場合も、命令、命令のセット、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフト
ウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するものと広く解釈
されるだろう。
【００１７】
　[0031]　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明された機能は、ハ
ードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実装さ
れうる。ソフトウェアで実装される場合、この機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体
上の１つまたは複数の命令またはコードとして記憶されるか、または符号化されうる。コ
ンピュータ読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュ
ータによってアクセスされうるあらゆる利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例とし
て、このようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気記
憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するように使用され、かつコンピュータによってアクセスされうる任意の他の媒体
を備えうる。本明細書で使用される、ディスク（Disk）およびディスク（disc）は、コン
パクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光学ディスク、デジタル多用
途ディスク（ＤＶＤ）、並びにフロッピー（登録商標）ディスクを含み、ディスク（disk
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）は通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再
生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【００１８】
　[0032]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet
 System）１００と呼ばれうる。ＥＰＳ １００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上ラジオアクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と
、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、オ
ペレータのインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含みうる。ＥＰＳは、
他のアクセスネットワークと相互接続しうるが、簡潔化のために、それらのエンティティ
／インターフェースは図示されない。示されているように、ＥＰＳは、パケット交換サー
ビスを提供するが、当業者が容易に理解するように、本開示全体を通して提示される様々
な概念は、回路交換サービスを提供するネットワークに拡張されうる。
【００１９】
　[0033]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６および他のｅＮＢ １０
８を含む。ｅＮＢ １０６は、ＵＥ １０２に対してユーザおよび制御プレーンプロトコル
の終了を提供する。ｅＮＢ １０６は、バックホール（すなわち、Ｘ２インターフェース
）を介して、他のｅＮＢ １０８に接続されうる。ｅＮＢ １０６はまた、基地局、ノード
Ｂ、アクセスポイント、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシ
ーバ機能、ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、また
は何らかの他の適した専門用語として呼ばれうる。ｅＮＢ １０６は、ＵＥ １０２のため
のＥＰＣ １１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ １０２の例は、セルラ電話、ス
マートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイ
ス、デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、ゲーム機、タブ
レット、または任意の他の同様に機能するデバイスを含む。ＵＥ １０２はまた、当業者
によって、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニ
ット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス
、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠
隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、ま
たは何らかの他の適した専門用語としても呼ばれうる。
【００２０】
　[0034]　ｅＮＢ １０６は、ＥＰＣ １１０に接続される。ＥＰＣ １１０は、モビリテ
ィ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他のＭＭＥ１１４、サービングゲートウェイ１１
６、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ
１２４、ブロードキャストマルチキャストサービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）１２６、および
パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８を含みうる。ＭＭＥ１１２は
、ＵＥ １０２とＥＰＣ １１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概し
て、ＭＭＥ１１２は、ベアラおよび接続管理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、
それ自体がＰＤＮゲートウェイ１１８に接続されたサービングゲートウェイ１１６を通っ
て転送される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥ ＩＰアドレス割り当て、並びに他の
機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、オペレータのＩＰサービス１２２に接続
される。オペレータのＩＰサービス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマ
ルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）を
含みうる。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニング（provisioni
ng）および配信のための機能を提供しうる。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダ
ＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働きかけ（serve）、ＰＬＭＮ内のＭＢＭ
Ｓベアラサービスを認証および開始するために使用され、ＭＢＭＳ送信をスケジュールお
よび配信するために使用されうる。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブ
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ロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦ
Ｎ）エリアに属するｅＮＢ（例えば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを分布さ
せるために使用され、セッション管理（スタート／ストップ）およびｅＭＢＭＳ関連充電
情報（eMBMS related charging information）を集めることを担当しうる。
【００２１】
　[0035]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００が、多数のセルラ領
域（セル）２０２に分割されている。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有しうる。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、または遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
でありうる。マクロｅＮＢ ２０４は、それぞれ、各セル２０２を指定され（assigned）
、セル２０２内の全てのＵＥ ２０６のためのＥＰＣ １１０へのアクセスポイントを提供
するように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中制御コントローラ
が存在しないが、代替の構成では、集中制御コントローラが使用されうる。ｅＮＢ ２０
４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキ
ュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、全ての無線に関連す
る機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、３つ）のセル（セクタとも呼ば
れる）をサポートしうる。「セル」という用語は、ｅＮＢの最も小さいカバレッジエリア
を意味し、並びに／もしくは、ｅＮＢサブシステムの役割（serving）は、特定のカバレ
ッジエリアである。さらに、用語「ｅＮＢ」、「基地局」および「セル」は、本明細書で
交換可能に使用されうる。
【００２２】
　[0036]　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開されている特定の電気通信規格に依存して異なりうる。ＬＴＥアプリケーション
において、周波数分割多重（ＦＤＤ）および時分割多重（ＴＤＤ）の両方をサポートする
ために、ＯＦＤＭはＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡはＵＬ上で使用される。以下に続
く詳細な説明から当業者が容易に理解するように、本明細書で表される様々な概念は、Ｌ
ＴＥアプリケーションにうまく適合される。しかしながら、これらの概念は、他の変調及
び多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張されうる。例として、これらの概
念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張されうる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ ２０
００ファミリー規格の一部として、第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ
 ２）によって公表されたエアインターフェース規格であり、モバイル局にブロードバン
ドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを用いる。これらの概念はまた、広
帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡ
の他の変形を用いるユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いるモバ
イル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＯＦＤＭＡを用いる発展
型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２.１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２.１
６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２.２０、およびフラッシュＯＦＤＭに拡張されうる。
ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰの団体からの文
書において説明される。ＣＤＭＡ ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ ２の団体からの文
書において説明される。用いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、シ
ステムに課された全体的な設計制約および特定のアプリケーションに依存するだろう。
【００２３】
　[0037]　ｅＮＢ ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しうる。
ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ ２０４が、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間領域を利用することを可能にする。空間多重
化は、同じ周波数上で同時に異なるデータのストリームを送信するために使用されうる。
それらのデータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に、ま
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たは全体的なシステムキャパシティ（capacity）を増加させるために複数のＵＥ２０６に
、送信されうる。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（つまり、
振幅及び位相のスケーリングを適用し）、その後ＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて各
々空間的にプリコーディングされたストリームを送信することによって達成される。空間
的にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つ
または複数の）ＵＥ ２０６に到達し、それは、その（１つまたは複数の）ＵＥ ２０６の
各々が、そのＵＥ ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元するこ
とを可能にする。ＵＬでは、各ＵＥ ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータ
ストリームを送信し、それは、ｅＮＢ ２０４が各々空間的にプリコーディングされたデ
ータストリームのソースを識別することを可能にする。
【００２４】
　[0038]　空間多重化は一般に、チャネル状況が良好な場合に使用される。チャネル状況
があまり好ましくない場合には、ビームフォーミングが使用され、１つまたは複数の方向
に送信エネルギーを集中させうる。これは、複数のアンテナによる送信のためにデータを
空間的にプリコーディングすることによって、達成されうる。セルの端で良好なカバレッ
ジを達成するために、単一のストリームのビームフォーミング送信が送信ダイバーシティ
と組み合わせて使用されうる。
【００２５】
　[0039]　以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様は、ＤＬ上でＯＦ
ＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明されるだろう。ＯＦＤＭは、ＯＦＤ
Ｍシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技術であ
る。これらのサブキャリアは、正確な周波数で間隔があけられている（are spaced apart
）。間隔を空けることは、受信機がサブキャリアからデータを復元することを可能にする
「直交性」を提供する。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉を抑制するために、各Ｏ
ＦＤＭシンボルにガードインターバル（guard interval）（たとえば、サイクリックプリ
フィックス）が追加されうる。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償する
ために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形式でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００２６】
　[0040]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）が、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含みうる。リソースグリッド（resource grid）
が２つのタイムスロットを表すために使用され、各タイムスロットは、リソースブロック
を含みうる。リソースグリッドは、複数のリソースエレメントに分割される。ＬＴＥでは
、リソースブロックは、周波数領域における１２つの連続するサブキャリアと、各ＯＦＤ
Ｍシンボルにおける通常のサイクリックプリフィックスでは、時間領域における７つの連
続するＯＦＤＭシンボルとを含み、すなわち、８４個のリソースエレメントを含む。拡張
されたサイクリックプリフィックスでは、リソースブロックは、時間領域において６つの
連続するＯＦＤＭシンボルを含み、７２個のリソースエレメントを含む。Ｒ３０２、３０
４として示される、リソースエレメントのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含
む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲＳ（ＣＲＳ）（しばしば共通ＲＳとも呼ばれる）３０２
と、ＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理
ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされたリソースブロックのみで送信される
。各リソースエレメントによって搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。した
がって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また、変調スキームが高度である
ほど、そのＵＥのためのデータレートはより高くなる。
【００２７】
　[0041]　図４は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図４００である。ＵＬの
ために利用可能なリソースブロックは、データ部と制御部とに分けられうる。制御部は、
システム帯域幅の両端に形成され、構造可能なサイズを有しうる。制御部のリソースブロ
ックは、制御情報の送信のためにＵＥに指定されうる。データ部は、制御部に含まれない
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すべてのリソースブロックを含みうる。ＵＬフレーム構造は、近接する（contiguous）サ
ブキャリアを含むデータ部をもたらし、それは、単一のＵＥがデータ部内の近接するサブ
キャリアのすべてを指定されることを可能にしうる。
【００２８】
　[0042]　ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御部におけるリソースブロッ
ク４１０ａ、４１０ｂを指定されうる。このＵＥはまた、ｅＮＢにデータを送信するため
に、データ部においてリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを指定されうる。ＵＥは、制
御部内の指定されたリソースブロックにおいて、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で
、制御情報を送信しうる。ＵＥは、データ部内の指定されたリソースブロックにおいて、
物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、データのみ、またはデータと制御情報の両方を
送信しうる。ＵＬ送信は、１サブフレームの両スロットにわたる（span）ことができ、周
波数にわたってホッピング（hop）しうる。
【００２９】
　[0043]　リソースブロックのセットは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０において、初期システムアクセスを行い、ＵＬ
の同期を達成するために使用されうる。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送
し、任意のＵＬデータ／シグナリングを搬送することはできない。各ランダムアクセスプ
リアンブルは、連続する６個のリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。始めの周
波数は、ネットワークによって規定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの
送信は、特定の時間および周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨについてホッピング
する周波数はない。ＰＲＡＣＨの試みは、単一のサブフレーム（１ ｍｓ）において、ま
たはいくつかの近接するサブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、１フレー
ム（１０ ｍｓ）ごとに１つのみのＰＲＡＣＨの試みを行いうる。
【００３０】
　[0044]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアー
キテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤで示される。レイヤ
１（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、様々な物理レイヤの信号処理機能を実装す
る。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と呼ばれるだろう。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位であり、物理レイヤ５０６を介したＵＥと
ｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３１】
　[0045]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブ
レイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ:packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤを含み、それらは、ネットワーク側のｅＮＢで終端する（are terminated）。図示さ
れないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８で終端するネットワーク
レイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、および接続の他端（たとえば、遠端のＵＥ（far end UE
）、サーバなど）で終端するアプリケーションレイヤを含む、Ｌ２レイヤ５０８よりも上
の、いくつかの上位レイヤを有しうる。
【００３２】
　[0046]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間での多
重化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減す
るために、上位レイヤのデータパケットのヘッダの圧縮、それらのデータパケットを暗号
化することによるセキュリティ、およびｅＮＢ間でのＵＥのハンドオーバーのサポートを
提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤのデータパケットのセグメンテーショ
ンおよびリアセンブリ、損失データパケットの再送、およびハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）による、順序が乱れた受信を補償するためのデータパケットの並び替えを提供
する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重
化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥ間の１つのセルにおける様々な無線
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リソース（たとえば、リソースブロック）の割り当てを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３３】
　[0047]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキ
テクチャは、制御プレーンではヘッダ圧縮機能がないという点を除き、物理レイヤ５０６
およびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同一である。制御プレーンはまた、レイヤ３（
Ｌ３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブ
レイヤ５１６は、無線リソース（例えば、無線ベアラ）を得ることと、ｅＮＢとＵＥとの
間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００３４】
　[0048]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ ６５０と通信するｅＮＢ ６１０
のブロック図である。ＤＬにおいて、コアネットワークから、上位レイヤパケットが、コ
ントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２
レイヤの機能を実装する。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダの
圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび並び替え、論理チャネルとトランス
ポートチャネルとの間での多重化、様々な優先順位メトリックに基づいたＵＥ ６５０に
対する無線リソースの割り当てを提供する。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作、損失パケットの再送、ＵＥ ６５０へのシグナリングを担当する。
【００３５】
　[0049]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めの様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ ６５０における前方誤り訂
正（ＦＥＣ）を容易にするようにコーディングおよびインターリーブすること、並びに様
々な変調スキーム（例えば、２相位相変調（ＢＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ
相位相変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステ
レーション（signal constellations）にマッピングすることを含む。コーディングおよ
び変調されたシンボルは次に、並行なストリームへと分けられる。各ストリームは次に、
ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域において基
準信号（たとえば、パイロット）とともに多重化され、そして次に、時間領域のＯＦＤＭ
シンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、逆高速フーリエ変換（Ｉ
ＦＦＴ）を使用してともに組み合わせられる。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリ
ームを生成するために、空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からの
チャネル推定値が、コーディングおよび変調スキームを決定するために、並びに空間処理
のために、使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ ６５０によって送信された基準信号
および／またはチャネル状況のフィードバックから導出されうる。それぞれの空間ストリ
ームは次に、別個の送信機６１８ ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供されうる。
各送信機６１８ ＴＸは、ＲＦキャリアを、送信のためのそれぞれの空間ストリームで変
調することができる。
【００３６】
　[0050]　ＵＥ ６５０において、各受信機６５４ ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５
２を通して信号を受信する。各受信機６５４ ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報
を復元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６
は、Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ ６５
０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対し空間処理を行い
うる。複数の空間ストリームがＵＥ ６５０に宛てられる場合、それらは、ＲＸプロセッ
サ６５６により単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わせられうる。ＲＸプロセッ
サ６５６は次に、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、そのＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域へと変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブ
キャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリアにおける
シンボル、および基準信号は、ｅＮＢ ６１０によって送信された最も適した信号コンス
テレーションポイント（most likely signal constellation point）を決定することによ
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って、復元および復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算さ
れたチャネル推定値に基づきうる。これらの軟判定は次に、物理チャネルにおいてｅＮＢ
 ６１０により元々送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデイ
ンターリーブされる。データおよび制御信号は次に、コントローラ／プロセッサ６５９に
提供される。
【００３７】
　[0051]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられう
る。メモリ６６０は、コンピュータ読み取り可能な媒体と呼ばれうる。ＵＬにおいて、コ
ントローラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークから上位レイヤパケットを復元する
ために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化（demultiplexing）
、パケットのリアセンブリ、解読（deciphering）、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を
提供する。上位レイヤパケットは次に、データシンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レ
イヤより上位のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号もまた、Ｌ３処理のた
めに、データシンク６６２に提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣ
Ｋ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３８】
　[0052]　ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイヤパケットを提供する
ために、データソース６６７が使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤより上位
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ ６１０によるＤＬ送信に関連して説明され
た機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケット
のセグメンテーションと並び替え、およびｅＮＢ ６１０による無線リソースの割り当て
に基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を提供することによ
り、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、ｅＮＢ ６１０へのシグ
ナリングを担当する。
【００３９】
　[0053]　ｅＮＢ ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネ
ル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調ス
キームを選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用され
うる。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機６５４
 ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供されうる。各送信機６５４ ＴＸは、ＲＦキャ
リアを、送信のためにそれぞれの空間ストリームで変調しうる。
【００４０】
　[0054]　ＵＬ送信は、ＵＥ ６５０における受信機機能に関連して説明されたのと同様
の手法で、ｅＮＢ ６１０において処理される。それぞれの受信機６１８ ＲＸは、その各
アンテナ６２０を通じて、信号を受信する。各受信機６１８ ＲＸは、ＲＦキャリア上に
変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ
６７０は、Ｌ１レイヤを実装しうる。
【００４１】
　[0055]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関連付け
られることができる。メモリ６７６は、コンピュータ読み取り可能な媒体と呼ばれうる。
ＵＬでは、制御／プロセッサ６７５は、ＵＥ ６５０から上位レイヤパケットを復元する
ために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化、パケットのリアセ
ンブリ、解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに提供されうる。制御コントローラ
／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／または
ＮＡＣＫプロトコルを使用して誤り検出を担当する。
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【００４２】
　[0056]　図７は、異種ネットワークにおける、範囲が拡張されたセルラ領域を示す図７
００である。ＲＲＨ ７１０ｂなどのより低い電力クラスのｅＮＢは、ＲＲＨ ７１０ｂと
マクロｅＮＢａとの間の強化された（enhanced）セル間干渉協調を通し、またＵＥ ７２
０によって行われた干渉除去を通して、セルラ領域７０２から拡張された、範囲が拡張さ
れたセルラ領域７０３を有しうる。強化されたセル間干渉協調では、ＲＲＨ ７１０ｂは
、ＵＥ ７２０の干渉状況に関するマクロｅＮＢ ７１０ａから情報を受信する。この情報
は、ＵＥ ７２０が範囲の拡張されたセルラ領域７０３に入る際、ＲＲＨ ７１０ｂが、範
囲の拡張されたセルラ領域７０３内でＵＥ ７２０に働きかけ、マクロｅＮＢ ７１０ａか
らＵＥ ７２０のハンドオフを受け入れることを可能にする。
【００４３】
　[0057]　図８Ａは、ＭＢＳＦＮにおける発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）チャネル構成の
例を示す図８５０である。セル８５２’におけるｅＮＢ ８５２は、第１のＭＢＳＦＮエ
リアを形成し、セル８５４’におけるｅＮＢ８５４は、第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し
うる。ｅＮＢ ８５２、８５４は各々、例えば８つのＭＢＳＦＮエリアの全体まで、他の
ＭＢＳＦＮエリアと関連付けられうる。ＭＢＳＦＮエリア内のセルは、リザーブドセル（
reserved cell）に指定されうる。リザーブドセルは、マルチキャスト／ブロードキャス
トコンテンツを提供しないが、セル８５２’、８５４’に時間同期され、ＭＢＳＦＮエリ
アへの干渉を限定するためにＭＢＳＦＮリソースに対する電力を制限している。ＭＢＳＦ
Ｎエリアにおける各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報およびデータを同期的に送信する
。各エリアは、ブロードキャスト、マルチキャスト、およびユニキャストサービスをサポ
ートしうる。ユニキャストサービスは、例えば、ボイスコールなどの特定のユーザを対象
としたサービスである。マルチキャストサービスは、例えば、加入者ビデオサービスなど
のユーザのグループによって受信されうるサービスである。ブロードキャストサービスは
、例えば、ニュースブロードキャストなどの全てのユーザによって受信されうるサービス
である。図８Ａを参照すると、第１のＭＢＳＦＮエリアは、ＵＥ ８７０への特定のニュ
ースブロードキャストを提供することなどによって、第１のｅＭＢＭＳブロードキャスト
サービスをサポートしうる。第２のＭＢＳＦＮエリアは、ＵＥ ８６０への異なるニュー
スブロードキャストを提供することなどによって、第２のｅＭＢＭＳブロードキャストサ
ービスをサポートしうる。各ＭＢＳＦＮエリアは、複数の物理マルチキャストチャネル（
ＰＭＣＨ）（例えば、１５ＰＭＣＨ）をサポートする。各ＰＭＣＨは、マルチキャストチ
ャネル（ＭＣＨ）に対応する。各ＭＣＨは、複数（例えば２９個）のマルチキャスト論理
チャネルを多重化しうる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチキャスト制御チャネル（
ＭＣＣＨ）を有しうる。このように、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨおよび複数のマル
チキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）を多重化し、残りのＭＣＨは複数のＭＴＣ
Ｈを多重化しうる。
【００４４】
　[0058]　ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスアクセスの利用可能性および対応するアクセス層
構成を発見するためのＬＴＥセルにキャンプオン（camp on）しうる。第１のステップで
は、ＵＥは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）１３（ＳＩＢ １３）を獲得することがで
きる。第２のステップでは、ＳＩＢ １３に基づいて、ＵＥは、ＭＣＣＨ上でＭＢＳＦＮ
エリア構成メッセージを獲得しうる。第３のステップでは、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセ
ージに基づいて、ＵＥは、ＭＣＨスケジューリング情報（ＭＳＩ）ＭＡＣ制御エレメント
を獲得しうる。ＳＩＢ １３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリア
のＭＢＳＦＮエリア識別子、（２）ＭＣＣＨ繰り返し周期（例えば、３２、６４、…２５
６フレーム）、ＭＣＣＨオフセット（例えば、０、１、…１０フレーム）、ＭＣＣＨ変更
周期（例えば、５１２、１０２４フレーム）、シグナリング変調およびコーディングスキ
ーム（ＭＣＳ）、繰り返し周期およびオフセットによって示されるような無線フレームの
どのサブフレームがＭＣＣＨを送信しうるかを示すサブフレーム割り当て情報などのＭＣ
ＣＨを獲得するための情報、および（３）ＭＣＣＨ変更通知構成を示す。各ＭＢＳＦＮエ
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リアのための１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが存在する。ＭＢＳＦＮエリア構成
メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によって識別される各ＭＴＣＨの
、一時的なモバイルグループアイデンティティ（ＴＭＧＩ：temporary mobile group ide
ntity）およびオプションのセッション識別子、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを
送信するための割り当てられたリソース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）
およびエリア内の全てのＰＭＣＨのための割り当てられたリソースの割り当て周期（例え
ば、４、８、…２５６フレーム）、並びに（３）ＭＳＩ ＭＡＣ制御エレメントが送信さ
れるＭＣＨスケジューリング周期（ＭＳＰ）（例えば、８、１６、３２、…または１０２
４無線フレーム）の両方を示す。
【００４５】
　[0059]　図８Ｂは、ＭＳＩ ＭＡＣ制御エレメントのフォーマットを示す図８９０であ
る。ＭＳＩ ＭＡＣ制御エレメントは、各ＭＳＰに一度送られうる。ＭＳＩ ＭＡＣ制御エ
レメントは、ＰＭＣＨの各スケジューリング周期の第１のサブフレームにおいて送られう
る。ＭＳＩ ＭＡＣ制御エレメントは、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサ
ブフレームを示すことができる。ＭＢＳＦＮエリアごとのＰＭＣＨごとに、１つのＭＳＩ
が存在しうる。
【００４６】
　[0060]　図９は、会場内ブロードキャストサービスおよびブーストされたユニキャスト
サービスのような、異なるＭＢＭＳサービスを提供するための、例えば、フェムトセル、
マイクロセル、およびピコセルなどを含む、より低い電力クラスのｅＮＢの使用を示す簡
略化された図である。より低い電力クラスのｅＮＢは、本明細書において、「スモールセ
ル」と呼ばれうる。「ブーストされたユニキャスト」は、例えばスモールセルによって提
供されるユニキャストトラフィックに関しての増大されたキャパシティに対応する。示さ
れる例では、ＵＥ９０２は始めに、スポーツイベント、または他のイベントに関連付けら
れたブロードキャストサービスを提供しうる、高電力クラスのｅＮＢまたはマクロセル９
０４内で動作している。ブロードキャストサービスは、例えば、全国向けのブロードキャ
ストプログラム（national broadcast program）などを含みうる、１つのサービスエリア
（ＳＡＩ ０）内に広く分布されうる。一例では、ＵＥ９０２は、イベントの、関連のあ
るブロードキャストバージョンが利用可能である、競技場、スタジアム、または他の会場
に入っている。
【００４７】
　[0061]　第１のスモールセル９０８は、ユニキャストキャパシティを増大させるために
、例えばホットスポットなどを提供することによって、ユニキャストサービスをブースト
するためのマクロセル９０４のカバレッジエリア内に提供されうる。１つのユニキャスト
ブースティングセル（unicast-boosting cell）９０８のみが図示されるが、追加のスモ
ールセルは、ユニキャストキャパシティをさらに増大させるために、マクロセル９０４の
カバレッジエリア内で提供されうる。１つまたは複数のスモールセル９０６は、マルチキ
ャストサービスをブーストするために、および／またはイベントに関連付けられた追加の
ビデオフィードまたは他のフィードへの会場内アクセスを提供するために、マクロセル９
０４のカバレッジエリア内で提供されうる。「ブーストされたマルチキャストサービス」
は、マクロセルよりも多くのビデオフィードを提供しうるスモールセルによって提供され
るｅＭＢＭＳサービスに対応する。追加のフィードは、スタジアム内のスポーツイベント
に関しており、またイベントの全国向けのブロードキャストで提供されない角度の表示（
viewing angles）およびスタジアム内の音声（in-stadium audio）を含みうる。
【００４８】
　[0062]　マルチバンドの全国向け／地方向けのサービスまたは会場内サービスは、１つ
または複数の周波数で展開されうる。例えば、１つの周波数（Ｆｘ、第１の帯域）は、全
国向け／地方向けのＭＢＭＳブロードキャストサービスを搬送するために全国向けに使用
されうる一方、別の周波数（Ｆｙ、例えば第２の帯域）は、異なるプログラム（会場内サ
ービスなど）、マルチキャストサービスをブーストするための同じプログラム、および／
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またはユニキャストキャパシティをブーストするためでないＭＢＭＳを送るために使用さ
れうる。Ｆｘ上で提供される全国向けのコンテンツは、Ｆｙの会場内サービスで展開され
うるが、会場内サービスは、通常、Ｆｘ上で展開されない。いくつかのエリア内の周波数
Ｆｙは、ユニキャストサービスキャパシティをブーストするためのみに使用されうる。こ
のようなエリアにおいて、Ｆｙは通常、会場内サービスを搬送せず、全国向けのサービス
を搬送しえない。
【００４９】
　[0063]　本明細書で開示される態様は、ＵＥが、サービングマクロセルのカバレッジエ
リア内で動作するか、そうでなければ、サービングマクロセルのカバレッジエリアに関連
付けられた、隣接スモールセルによって提供されるサービス（例えば、会場内サービス、
ブーストされたユニキャストまたはブーストされたブロードキャスト／マルチキャストサ
ービス）のタイプをＵＥが決定することを可能にする情報をＵＥに提供する。この情報は
、ＵＥが情報を取得するために、隣接する周波数またはセルに切り替える必要がないよう
に、サービングマクロセルによって提供されうる。そのために、情報は、例えば、ＳＩＢ
 １５、ＵＥに働きかける（serving）マクロセルによるブロードキャストなどの、ブロー
ドキャストメッセージに含まれうる。この情報は、サービスエリアアイデンティティ（Ｓ
ＡＩ）情報を含み、いくつかの場合には、物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）情報を含
みうる。
【００５０】
　[0064]　ＳＡＩは、ＵＥが、関心のあるｅＭＢＭＳサービスを探しうる手段である。Ｓ
ＡＩは、ｅＭＢＭＳサービスが利用可能であるセルのグループを識別する。ネットワーク
は、ネットワークによって提供された全てのｅＭＢＭＳサービス、ｅＭＢＭＳサービスを
受信する必要があるプロトコル構成、並びに各ｅＭＢＭＳサービスが利用可能である関連
のある周波数およびＳＡＩを含む、ユーザサービス記述（ＵＳＤ：user service descrip
tion）をＵＥに送る。
【００５１】
　[0065]　ＵＥに働きかけるｅＮＢは、現在のカバレッジの利用可能なＳＡＩを指示する
ために、ＳＩＢ １５をブロードキャストしうる。ＳＩＢ １５は、サービング周波数のＳ
ＡＩリスト、および各隣接する周波数のＳＡＩリストを指示しうる。ＵＥが特定のｅＭＢ
ＭＳサービスを受信することに関心がある場合、ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスが利用可能
である周波数およびＳＡＩを決定するためにＵＳＤを使用し、現在のカバレッジのＳＡＩ
を発見するためにＳＩＢ １５内のブロードキャスト情報を使用する。これらの２つの情
報に基づいて、ＵＥは、関心のあるｅＭＢＭＳが現在のカバレッジ内で利用可能であるか
どうかを決定し、そうである場合にサービスが利用可能な周波数を決定しうる。
【００５２】
　[0066]　いくつかの場合、スモールセルは、マクロセルと同じ周波数上にあり、またマ
クロセルは、関心のあるｅＭＢＭＳサービスを搬送している、それに関連付けられたＳＡ
Ｉを有しうる。しかしながら、スモールセルは、同じ周波数上にあったとしても、関心の
あるｅＭＢＭＳサービスを搬送するかどうかはわからない。従って、本明細書で開示され
るさらなる態様では、スモールセルのサービスのタイプについてＵＥに通知するために、
追加の情報がＵＥに提供される。追加の情報は、ＰＣＩによって提供されうる。下記の図
１０および１１に関連してさらに説明されるように、特定のＰＣＩは、ＰＣＩが指定され
るセルのサービスタイプを識別しうる。ＳＩＢ １５で提供されるＰＣＩとＳＡＩとの間
のマッピングに基づいて、ＵＥは、マクロセルと同じ周波数上のスモールセルが、関心の
あるｅＭＢＭＳサービスを搬送するかどうかを決定しうる。
【００５３】
　[0067]　いくつかの態様において、ＳＩＢ １５などのシステム情報ブロック（ＳＩＢ
）は、対応するＳＩＢを読み込むために、隣接する周波数および／またはセルに切り替え
るためのＵＥ９０２を必要とすることなく、ＭＢＭＳの受信についてのサービス継続を提
供するために、サービング周波数および隣接する周波数の、サービスエリアアイデンティ
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ティ（ＳＡＩ）リストをＵＥ９０２に提供するために使用されうる。ＳＩＢ １５は、サ
ービングｅＮＢによって、ＭＢＭＳを受信しているＵＥ ９０２に提供されうる。これは
、現在の周波数のＳＡＩのうちの１つまたは複数、および各隣接ＭＢＭＳ周波数（または
セル）のためのＳＡＩリストを含む情報を提供するためになされうる。ＳＩＢ １５のこ
のような使用は、ＵＥ９０２が周波数についてのＭＣＣＨおよびＳＩＢを読み込むために
別の周波数に合わせる必要がないように、ＭＢＭＳサービスエリアの利用可能情報を送る
ことによって、ＭＢＭＳサービスの継続をＵＥ９０２に提供しうる。
【００５４】
　[0068]　ＨｅｔＮｅｔの配置は、スモールセル９０６、９０８の範囲内の増加された帯
域幅へのアクセスを提供することによって（by providing access to increased bandwid
th within the range of small cells 906, 908）、ユーザ体験の質を高め、マクロセル
のキャパシティをブーストするために、複数のスモールセル９０６、９０８を使用しうる
。例えば、マクロセルの第１の周波数帯域のカバレッジから、ＵＥ９０２が第２のスモー
ルセル９０６によって提示された第２の周波数帯域のカバレッジへ移動している場合、ま
たはＵＥ９０２が第１のスモールセル９０８によって提示されたブーストされたカバレッ
ジへ移動している場合に、いくつかの実施形態は、ＵＥ９０２が会場内のカバレッジまた
はブーストされたカバレッジに入っているかどうかを見分けることを、ＵＥ９０２が可能
にする、追加の情報および／または設定可能性（configurability）を提供する。一例で
は、ＵＥ９０２が第１の周波数帯域上のマクロセル９０４で動作している場合に、第２の
ピコセル９０６からの第２の周波数帯域のカバレッジの利用可能性を検出し、それは、例
えばＭＢＭＳサービスが第２の周波数帯域上で利用可能ではない場合に、ＭＢＭＳセッシ
ョンが完了するまで、第１の周波数帯域にとどまることを選びうる。異なるサービスエリ
アに変更するためのこの決定は、ＵＥ９０２のユーザによってなされうる。例えば、ＵＥ
９０２は、ＵＥ９０２のユーザに対して会場内コンテンツの利用可能性を指示し、ユーザ
が全国向けのブロードキャストサービスを終了し、観るために会場内コンテンツを選択す
るかどうかを決定することを可能にする。代替的に、ＵＥが対応する全国向けのブロード
キャストサービスを現在受信している時、ＵＥは、利用可能な場合に、会場内サービスに
切り替えるように事前構成され（preconfigured）うる。この事前構成は、ユーザの好み
に基づくか、またはネットワークプロバイダによってなされうる。
【００５５】
　[0069]　図１０に図示された例１０００では、第１のマクロセル１００４は、ＭＢＭＳ
サポートをＳＡＩ ０に提供するために、第１の周波数Ｆ０を使用して動作しうる。全国
向けのＭＢＭＳプログラミングは、ＳＡＩ ０において提供されうる。第１のスモールセ
ル１００６は、ＳＡＩ ０を用いて第２の周波数Ｆ１上で動作し、ユニキャストキャパシ
ティをブーストするために、およびマクロセル１００４によって提供されるような、同じ
全国向けのＭＢＭＳプログラムを提供するために、使用されうる。第２のセル１００８は
、ＳＡＩ １を用いて周波数上で動作し、ＳＡＩ ０において提供されるものとは異なるＭ
ＢＭＳサービスを提供するために使用されうる。ＳＡＩ １内で提供されるサービスは、
スタジアムまたは他の会場における会場内サービスを備えうる。このシナリオについて、
・マクロセル１００４ ｅＮＢによるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ０のＳＡＩ 
０（サービング周波数）、Ｆ１（隣接する周波数）および関連付けられたＳＡＩ ０およ
びＳＡＩ １を備えうる。
【００５６】
・第１のスモールセル１００６によるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ１のＳＡＩ 
０（サービング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられたＳＡＩ ０を備
えうる。
【００５７】
・第２のスモールセル１００８によるＳＡＩ １５のブロードキャストは、Ｆ１のＳＡＩ 
１（サービング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられたＳＡＩ ０を備
えうる。
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【００５８】
　[0070]　本明細書で説明されるいくつかの実施形態は、マクロセル１００４から、スモ
ールセル１００６、１００８のカバレッジに移動している場合に、ＵＥ １００２が第１
のスモールセル１００６または第２のスモールセル１００８に入っているかどうかを、Ｕ
Ｅ １００２が見分けることを可能にしうる。従って、Ｆ１上のスモールセル１００８が
、マクロセル１００４よりも相対的により高い信号強度を提供する場合、ＵＥ １００２
は、サービスを継続するために、Ｆ１に切り替えることを選びうる。しかしながら、スモ
ールセル１００６に移動している時に、ＵＥ１００２がＳＡＩ ０内で提供されるＭＢＭ
Ｓサービスの受信を伴うマクロセル１００４のカバレッジ内にある場合、Ｆ１が異なるＭ
ＢＭＳサービスを提供する際に、ＵＥがマクロセル１００４から十分な信号強度を受信し
うる限り、ＵＥは、Ｆ１に切り替えようとはしない。さらに、ＵＥ １００２は、どのＭ
ＢＭＳサービスがＳＡＩ １のスモールセル１００６によって提供されるかを決定し、Ｕ
Ｅ １００２は、ユーザに対してこのようなサービスの利用可能性を指示しうる。
【００５９】
　[0071]　図１１に示される例１１００では、１つの周波数帯域において動作するマクロ
セル１１０４のカバレッジは、複数のスモールセル１１０６、１１０８を含み、それらの
いくつかは、その他のものが別の周波数帯域内の異なるＭＢＭＳサービスを提供する間、
同じＭＢＭＳサービスを提供し得、それらのいくつかは、ＭＢＭＳサービスを提供しない
可能性がある。周波数０上のマクロセル１１０４は、ＳＡＩ ０を有するＭＢＭＳサービ
スを提供し、それは、全国向けのＭＢＭＳプログラムを含みうる。第１のスモールセル１
１０６は、ＭＢＭＳサービスをサポートしない可能性があり、ユニキャストキャパシティ
をブーストするために使用されうる。ＳＡＩ １を用いる周波数Ｆ１上の第２のセル１１
０８は、周波数Ｆ０上で提供されるものとは異なるＭＢＭＳサービスを提供し、それは、
例えば、スタジアム内の会場内サービスを含む。この例では、
・マクロセル１１０４ ｅＮＢによるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ０のＳＡＩ 
０（サービング周波数）、Ｆ１（隣接する周波数）および関連付けられたＳＡＩ １を備
えうる。
【００６０】
・第１のスモールセル１１０６によって送られたＳＩＢ １５は、サービング周波数が任
意のＭＢＭＳサービスをサポートしないため、Ｆ０（隣接する周波数）、および関連付け
られたＳＡＩ ０のみを備えうる。
【００６１】
・第２のスモールセル１１０８によって送られたＳＩＢ １５は、Ｆ１のＳＡＩ １（サー
ビング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられたＳＡＩ ０を備えうる。
【００６２】
　[0072]　本明細書で説明されるいくつかの実施形態は、マクロセル１１０４から、スモ
ールセル１１０６または１１０８に移動している場合に、ＵＥ １１０２が第１のスモー
ルセル１１０６または第２のスモールセル１１０８に入っているかどうかを、ＵＥ１１０
２が、見分けることを可能にしうる。従って、ＵＥ １１０２がＳＡＩ ０において提供さ
れたＭＢＭＳサービスの受信を伴うマクロセル１１０４のカバレッジ内にある場合、例え
ば、Ｆ１がＭＢＭＳサービスを提供しないため、ＵＥ １１０２がマクロセル１１０４の
ｅＮＢから十分な信号強度を受信しうる限り、第１のスモールセル１１０６に近づいてい
るＵＥ １１０２は、Ｆ１に切り替えないことを選びうる。ＵＥ １１０２が、ＳＡＩ ０
において提供されるＭＢＭＳサービスの受信を伴うマクロセル１１０４カバレッジ内にあ
る時に、それが第２のスモールセル１１０８に移動している場合、ＵＥ １１０２は、第
２のスモールセル１１０８がＵＥ １１０２のユーザにＳＡＩ １の下で提供する、ＭＢＭ
Ｓサービスを指示しうる。ＵＥ １１０２は、現在のＭＢＭＳサービスを受信するのを継
続することと、現在のＭＢＭＳサービスの受信を終了するのを選択することのいずれを選
択するべきか、また、例えば会場内サービスなどを含みうる第２のスモールセル１１０６
によって提供されるサービスを選ぶべきかどうかを指示する入力を、前もって構成されう
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【００６３】
　[0073]　特定の実施形態では、ＵＥは、会場内またはブーストされたエリアのサービス
が、近くで利用可能であるかどうかを決定するために、一次同期化信号（ＰＳＳ：primar
y synchronization signal）において、および二次同期化信号（ＳＳＳ：secondary sync
hronization signal ）において受信される物理セルＩＤ（ＰＣＩ）情報を使用しうる。
このような決定は、アイドル状態および接続状態の両方でなされうる。ＰＳＳは、セルの
インデックスを提供し、それは、ＳＳＳが、０と１６７の間の範囲でありうるセルのグル
ープＩＤを提供する間に、３つの値（０、１、２）のうちの１つを有しうる。したがって
、合計５０４（１６８＊３）のＰＣＩが利用可能でありうる。
【００６４】
　[0074]　いくつかの実施形態では、ネットワークオペレータは、会場内サービスを提供
するセルを識別するために、特定のＰＣＩを確保しうる（会場内ＰＣＩ）。一例では、０
から３０のＰＣＩが、会場内サービスを提供するセルに働きかける基地局に対して確保さ
れ、ＵＥは、会場内サービスを提供するセルを識別するＰＣＩで事前構成されうる。ＵＥ
が会場内の基地局に対応するＰＣＩを検出する場合、ＵＥは、会場内のカバレッジに対す
るその近接性を検出しうる。
【００６５】
　[0075]　いくつかの実施形態では、会場内サービスのために使用されるＰＣＩの割り当
ては、ベンダおよびオペレータ間で合意されうる。通常このような合意は、ＧＳＭアソシ
エーション（ＧＳＭＡ）のような工業団体を通してなされうる。一例において、会場内の
基地局は、０で始まる値を有するＰＣＩを指定され上へと進む（progressing upwards）
一方、ブーストされたエリアの基地局は、５０３で始まる値を有するＰＣＩを指定され下
へと進み（progressing downwards）うる。ＵＥが会場内の基地局に対応するＰＣＩを検
出する場合、ＵＥは、会場内のカバレッジに対するその近接性を検出しうる。
【００６６】
　[0076]　いくつかの実施形態では、ＰＣＩは、隣接する周波数に関してＳＩＢエレメン
ト内の情報を提供することによって会場内サービスに関連付けらうる。例えば、このよう
な情報は、本明細書で説明される、ＳＩＢ １５において提供されうる。ＵＥは、ＵＥＤ
から受信された、および／または事前構成されたＳＩＢ内で提供されうる、会場内コンテ
ンツに関連付けられたＳＡＩを識別する情報を保持しうる。ＳＩＢ １５において提供さ
れるＳＡＩとＰＣＩとの間のマッピング情報から、ＵＥは、それがいつ会場内エリアに入
るかを決定しうる。ＳＩＢ構成の例は、下記の表１で示される。
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【表１】

【００６７】
　[0077]　図１０の例は、第１のスモールセル１００６がユニキャストキャパシティをブ
ーストするために使用され、マクロセル１００４と同じ全国向けのＭＢＭＳプログラムを
提供するために使用され、一方、第２のスモールセル１００８は、これらのＦ０で提供さ
れるものとは異なるＭＢＭＳサービスを提供し、ＳＡＩ １を用いて周波数Ｆ１上で動作
する。
【００６８】
・マクロセル１００４によるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ０のＳＡＩ ０（サー
ビング周波数）、Ｆ１（隣接する周波数）および関連付けられた｛ＳＡＩ ０、ＰＣＩ １
｝と｛ＳＡＩ １、ＰＣＩ ２｝を備えうる。
【００６９】
・第１のスモールセル１００６によるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ１のＳＡＩ 
０（サービング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられた｛ＳＡＩ ０、
ＰＣＩ ０｝を備える。
【００７０】
・第２のスモールセル１００８によるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ１のＳＡＩ 
１（サービング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられた｛ＳＡＩ ０、
ＰＣＩ ０｝を備える。
【００７１】
　[0078]　マクロセル１００４内で動作している間に、ＵＥ １００２が第１および第２
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のセル１００６、１００８を検出する時に、ＳＩＢ１５内の追加のＰＣＩ情報は、ＰＣＩ
 １を検出する場合、第１のスモールセル１００６によって提示されたユニキャストサー
ビスと、ＰＣＩ ２を検出する場合に、第２のスモールセルによって提示される会場内サ
ービスのいずれであるかを、ＵＥ １００２が見分けることを可能にする。
【００７２】
　[0079]　図１１の例では、１つの周波数帯域におけるカバレッジを提供し、第１および
第２のスモールセル１１０６、１１０８を含んでおり、別の周波数帯域において異なるサ
ービスを提供する、マクロセル１１０４を有しており、それは、異なるＭＢＭＳサービス
、ＭＢＭＳではないサービス、および／または会場内サービスを含む。
【００７３】
・マクロセル１１０４ ｅＮＢによるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ０のＳＡＩ 
０（サービング周波数）、Ｆ１（隣接する周波数）および関連付けられた｛ＳＡＩ １、
ＰＣＩ ２｝を備えうる。
【００７４】
・第１のスモールセル１１０６ｅＮＢによるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ０（
隣接周波数）および関連付けられた｛ＳＡＩ ０、ＰＣＩ ０｝のみを備える。
【００７５】
・第２のスモールセル１００８ｅＮＢによるＳＩＢ １５のブロードキャストは、Ｆ１の
ＳＡＩ １（サービング周波数）、Ｆ０（隣接する周波数）および関連付けられた｛ＳＡ
Ｉ ０、ＰＣＩ ０｝を備える。
【００７６】
　[0080]　ＳＩＢ １５内の追加のＰＣＩ情報とともに、マクロセル１１０４からスモー
ルセル１１０６、１１０８へ移動するＵＥ １１０２は、ＵＥ １１０２がＰＣＩ １を検
出する場合に第１のスモールセル１１０６に入るか、ＵＥ １１０２がＰＣＩ ２を検出す
る場合に第２のスモールセル１１０８に入るかのいずれであるかを見分けうる。これは、
ＵＥ９０２が、マクロセル１１０４にとどまることと、第２のスモールセル１１０８に切
り替えることのいずれかを選ぶことを可能にしうる。
【００７７】
　[0081]　特定の実施形態では、ＵＥ９０２が、マクロセル９０４から、ブーストされた
ユニキャストサービスを提供するスモールセル９０８へ移動する場合、ＵＥ９０２は、ス
モールセル９０８に関連付けられたＰＳＳ／ＳＳＳ内のＰＣＩ（ＰＣＩ ２）を検出し、
ＵＥ９０２は、ＰＣＩ ２がマクロセル９０４によって提供されたＳＩＢ５にリスト化さ
れない（表１の下部参照）ことを決定しうる。従って、ＵＥ９０２は、スモールセル９０
８がブーストされたユニキャストサービスを提供することを推定するか、そうでなければ
仮定しうる。
【００７８】
　[0082]　別の例において、ＵＥ９０２が、マクロセル９０４から、会場内サービスを提
供するスモールセル９０６に移動する場合、ＵＥ９０２は、スモールセル９０６からＰＳ
Ｓ／ＳＳＳ内のＰＣＩ（ＰＣＩ３）を検出しうる。ＵＥ９０２は、ＰＣＩ３がマクロセル
９０４によって提供されたＳＩＢ １５にリスト化されることを決定しうる。ＳＩＢ内の
エントリから、ＵＥ９０２は、スモールセル９０６が会場内サービスを提供しうることを
決定しうる。
【００７９】
　[0083]　表１において、“sai-IntraFreq”は、現在の周波数についてのＭＢＭＳ ＳＡ
Ｉのリストを含み、“sai-InterFreqList”は、ＭＢＭＳサービスおよび対応するＭＢＭ
Ｓ ＳＡＩを提供する、隣接する周波数のリストを含み、“sai-List”は、特定の周波数
に対するＭＢＭＳ ＳＡＩのリストを含み、“physCellId-List”は、特定のＳＡＩに対す
る物理セルＩＤのリストを含む。
【００８０】
　[0084]　図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００である。方法は、
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ＵＥによって行われうる。ステップ１２０２において、ＵＥ９０２がＭＢＭＳサービスを
提供する第１のセル内で動作している間、ＵＥ９０２は、隣接セルの存在を識別する。
【００８１】
　[0085]　ステップ１２０４において、ＵＥ９０２は、隣接セルによって提供されるサー
ビスを決定する。ＵＥは、隣接セルが、第１のセル内で提供されたＭＢＭＳとは異なるＭ
ＢＭＳサービスを提供するか、または第１のセル内で提供されたＭＢＭＳと同じＭＢＭＳ
サービスを提供するかどうかを決定しうる。ＵＥは、隣接セルが会場内サービスまたはブ
ーストされたユニキャストサービスを提供するかどうかを決定しうる。決定は、ＵＥによ
って保持された情報に基づき、また隣接セルを特徴付る。決定は、隣接セルから受信され
たＰＣＩ、および第１のセルからのＳＩＢにおいて受信されたＰＣＩに関する情報に基づ
いてなされうる。ＰＣＩに関連する情報は、複数の隣接セルに対応するＰＣＩと、ＭＢＭ
Ｓの１つまたは複数のＳＡＩとの間のマッピングを備えうる。
【００８２】
　[0086]　ステップ１２０６において、ＵＥは、隣接セルが会場内サービスを提供するか
、第１のセルにおいて提供された同じＭＢＭＳサービスを提供するかに基づいて、ステッ
プ１２１２において、隣接セルへ移動するかどうかを決定する。
【００８３】
　[0087]　ステップ１２０８において、ＵＥは、隣接セルが第１のセル内で提供されるの
とは異なるサービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかに
基づいて、ステップ１２１２において隣接セルに移動するか、第１のセルにとどまるか（
ステップ１２１０）を決定する。
【００８４】
　[0088]　ステップ１２１２において、ＵＥ９０２は、隣接セルに移動る。ＵＥが第１の
セル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、隣接セルが、会場内サービスあるいは第
１のセル内で同様に提供されるブロードキャストまたはマルチキャストサービスを提供す
ると決定された場合、ＵＥは、移動する。ＵＥが第１のセル内でブロードキャストまたは
マルチキャストサービスを受信している時に、隣接セルが、ブーストされたユニキャスト
サービスあるいは第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマル
チキャストサービスを提供すると決定された場合、ＵＥは、移動する。
【００８５】
　[0089]　いくつかの実施形態では、第１のセルは、マクロセルおよび１つまたは複数の
セルを含む異種ネットワークを備える。隣接セルおよび／または第１のセルは、ピコセル
でありうる。
【００８６】
　[0090]　いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＵＥが第１のセル内で動作している間に、
ＳＩＢを受信する。ＳＩＢは、１つまたは複数のセルに関連付けられたＳＡＩを含みうる
。ＳＩＢは、隣接セルのＰＣＩを含みうる。ＵＥは、ＰＣＩに基づいて、隣接セルが会場
内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかを決定しう
る。ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのためにネットワークオペレータによって
確保された第１の複数のＰＣＩのうちの１つであるか、またはブーストされたユニキャス
トサービスを提供するセルによって使用される第２の複数のＰＣＩのうちの１つでありう
る。ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのために確保される複数の予め定義された
ＰＣＩのうちの１つでありうる。ＳＩＢは、隣接セルに関連付けられたＰＣＩにＳＡＩを
マッピングする情報を備えうる。隣接セルに関連付けられたＰＣＩにＳＡＩをマッピング
する情報は、隣接セルの特徴に基づいて生成されうる。隣接セルに関連付けられたＰＣＩ
にＳＡＩをマッピングする情報は、隣接セルによって報告された隣接セルの特徴に基づい
て、ネットワークエンティティによって提供されうる。隣接セルに関連付けられたＰＣＩ
にＳＡＩをマッピングする情報は、第１のセルの基地局によって提供されうる。
【００８７】
　[0091]　いくつかの実施形態では、ＳＩＢは、第１のセルに関連付けられた周波数、隣
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接セルに関連付けられた周波数、および少なくとも１つのＳＡＩを識別する情報を備えう
る。ＳＩＢは、隣接セルのＳＡＩを識別し、それによって、隣接セルのＳＡＩは、会場内
サービスに対応する。
【００８８】
　[0092]　いくつかの実施形態では、第１のセルが会場内サービスを提供しない時に、隣
接セルが会場内サービスを提供すると決定された場合、ＵＥは、隣接セルに移動する。Ｕ
Ｅは、ＵＥのユーザに会場内サービスの利用可能性を指示しうる。ＵＥは、ネットワーク
オペレータまたはユーザの予め定義された好みに基づいて、会場内サービスを選択するか
どうかを決定し、ＵＥが会場内サービスを選択した場合に、隣接セルに移動しうる。いく
つかの実施形態では、ＵＥが会場内サービスを選択した場合、ＵＥは、第１のセル内で利
用可能な全国向けのサービスを終了させる。
【００８９】
　[0093]　いくつかの実施形態では、隣接セルが、第１のセル内で提供されるＭＢＭＳサ
ービスとは異なるＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、ＵＥは、隣接セルに移
動する。ＵＥは、ＵＥのユーザに隣接セルによって提供されたＭＢＭＳサービスの利用可
能性を指示しうる。ＵＥは、ネットワークオペレータまたはユーザの予め定義された好み
に基づいて、ＭＢＭＳサービスを選択するかどうかを決定し、ＵＥがＭＢＭＳサービスを
選択した場合に、隣接セルに移動しうる。いくつかの実施形態では、ＵＥが、第１のセル
内で提供されるＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭＳサービスを選択した場合に、ＵＩは
、第１のセル内で利用可能な全国向けのサービスを終了させうる。
【００９０】
　[0094]　図１３は、例示的な装置１３０２において異なるモジュール／手段／コンポー
ネント間のデータフローを示す概念的データフロー図１３００である。装置は、ＵＥであ
りうる。装置は、データ、およびワイヤレスネットワーク、隣接性の発見（neighbor dis
covery）の制御形式を受信する受信モジュール１３０４、隣接セルを識別する識別モジュ
ール１３０６、隣接セルによって提供される他のサービスおよびＭＢＭＳを決定するサー
ビス決定モジュール１３０８、セル間でＵＥに移動させるセル移動（cell mobility）モ
ジュール１３１０、およびワイヤレスネットワーク上でデータを送信する送信モジュール
１３１２を含む。
【００９１】
　[0095]　装置は、上述の図１２のフローチャートにおけるアルゴリズムのステップの各
々を行う追加のモジュールを含みうる。このように、図１２の上述したフローチャートに
おける各ステップは、モジュールによって行われ、装置は、それらのモジュールのうちの
１つまたは複数を含みうる。モジュールは、記載された処理／アルゴリズムを実行するよ
うに特に構成され、記載された処理／アルゴリズムを行うように構成されたプロセッサに
よって実装され、プロセッサによる実装のためにコンピュータ読み取り可能な媒体内に記
憶され、またはそれらの何らかの組み合わせである、１つまたは複数のハードウェアコン
ポーネントでありうる。
【００９２】
　[0096]　図１４は、処理システム１４１４を用いる装置１３０２’のためのハードウェ
アの実装の例を示す図１４００である。処理システム１４１４は、バス１４２４により一
般に表されるバスアーキテクチャで実装されうる。バス１４２４は、処理システム１４１
４の特定のアプリケーションと全体的な設計の制約に依存して、任意の数の相互接続バス
およびブリッジを含みうる。バス１４２４は、プロセッサ１４０４、モジュール１３０４
、１３０６、１３０８、１３１０、１３１２、およびコンピュータ読み取り可能な媒体１
４０６によって表されている１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモ
ジュールを含む様々な回路とリンクする。バス１４２４はまた、タイミングソース、周辺
機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回路とリンクすること
ができ、これらは、当該技術分野で周知であるので、これ以上説明されない。
【００９３】
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　[0097]　処理システム１４１４は、トランシーバ１４１０に結合されうる。トランシー
バ１４１０は、１つまたは複数のアンテナ１４２０に結合される。トランシーバ１４１０
は、伝送媒体によって様々な他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム１
４１４は、コンピュータ読み取り可能な媒体１４０６に結合されたプロセッサ１４０４を
含む。プロセッサ１４０４は、コンピュータ読み取り可能な媒体１４０６に記憶されたソ
フトウェアの実行を含む、一般的な処理を担当している。このソフトウェアは、プロセッ
サ１４０４によって実行されると、処理システム１４１４に、あらゆる特定の装置に関し
て上記で説明された様々な機能を行わせる。コンピュータ読み取り可能な媒体１４０６は
また、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１４０４によって操作されるデータを記
憶するために使用されうる。処理システムはさらに、モジュール１３０４、１３０６、１
３０８、１３１０、および１３１２のうちの少なくとも１つを含む。モジュールは、プロ
セッサ１４０４において稼働し、コンピュータ読み取り可能な媒体１４０６に内在し／記
憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ１４０４に結合された１つまたは複数のハ
ードウェアモジュール、またはそれらのいくつかの組み合わせでありうる。処理システム
１４１４は、ＵＥ ６５０のコンポーネントであり、メモリ６６０および／または、ＴＸ
プロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のう
ちの少なくとも１つを含みうる。
【００９４】
　[0098]　１つの構成において、ワイヤレス通信のための装置１３０２／１３０２’は、
ワイヤレス信号を受信する手段１３０４、ＭＢＭＳネットワーク内にある間、隣接セルの
存在を識別するための手段１３０６、隣接セルがＭＢＭＳサービス、および提供されたサ
ービスのタイプを提供するかどうかを、ＵＥにおいて決定するための手段１３０８、ＵＥ
を隣接セルに移動させるための手段１３１０、およびワイヤレスネットワーク上のデータ
を送信するための手段１３１２を含む。
【００９５】
　[0099]　上述の手段は、装置１３０２の上述のモジュール、および／または上述の手段
によって記載された機能を行うように構成された装置１３０２’の処理システム１４１４
のうちの１つまたは複数でありうる。上で記述されているように、処理システム１４１４
は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５
９とを含みうる。このように、ある構成において上述の手段は、上述の手段によって記載
された機能を行うように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、コン
トローラ／プロセッサ６５９でありうる。
【００９６】
　[00100]　開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であるということが理解される。設計の選好に基づいて、これらの処理におけるス
テップの特定の順序または階層は並べ替えられうるということが理解される。さらに、い
くつかのステップは、組み合わされるか、または省略されうる。添付の方法の請求項は、
サンプルの順序において、様々なステップのエレメントを表し、表された特定の順序また
は階層に限定されるようには意図されない。
【００９７】
　［00101]　先の説明は、当業者に、本明細書で説明される様々な態様の実装を可能にす
るために提供される。これらの態様への様々な変更は、当業者対して容易に明らかになり
、本明細書で定義される包括的な本質は他の態様に適用されうる。従って、特許請求の範
囲は、本明細書で示される態様に限定されることは意図されておらず、しかし請求項の用
語と一致する全ての範囲が与えられるべきであり、ここにおいて単数形のエレメントへの
参照は特別にそのように記載されない限り「１つおよびただ１つ」を意味するように意図
されず、むしろ「１つまたは複数の」を意味するように意図される。そうでないことが特
に述べられていない限り、「いくつかの」という用語は、１つまたは複数のことを指して
いる。当業者に対して既知である、あるいは後に既知となる本開示を通して説明された様
々な態様のエレメントに対する全ての構造的および機能的に同じものは、参照によって本
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明細書に明示的に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるよう意図される。さら
に、本明細書で開示されたものはどれも、そのような開示が特許請求の範囲において明示
的に記載されているかどうかに関わらず公共に寄与されるようには意図されていない。ど
の特許請求の範囲のエレメントも、エレメントが明確に「ための手段」という表現を使用
して明確に記載されていない限り、ミーンズプラスファンクション（means plus functio
n）として解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］ワイヤレス通信の方法であって、
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する第
１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別することと、
　前記隣接セルを特徴付ける、ユーザ機器（ＵＥ）によって保持される情報に基づいて、
前記隣接セルが前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭＳ
サービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、前記ＵＥにおいて決定す
ることと、
　前記隣接セルを特徴付ける、前記ＵＥによって保持される情報に基づいて、前記隣接セ
ルが会場内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかを
、前記ＵＥにおいて決定することと、
　前記ＵＥが前記第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、前記隣接セルが
、前記会場内サービスあるいは前記第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストま
たはマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動すること
と、
　前記ＵＥが前記第１のセル内でブロードキャストまたはマルチキャストサービスを受信
している時に、前記隣接セルが、前記ブーストされたユニキャストサービスあるいは前記
第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマルチキャストサービ
スを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］前記第１のセルは、マクロセルおよび１つまたは複数のスモールセルを含む異種
ネットワークを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］少なくとも前記隣接セルは、前記１つまたは複数のスモールセルに含まれる、［
Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ４］前記ＵＥが前記第１のセル内で動作している間に、システム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）を受信することをさらに備え、ここで、前記ＳＩＢは、１つまたは複数のセルに関連
付けられたサービスエリアアイデンティティ（ＳＡＩ）を含む、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］前記ＳＩＢは、前記隣接セルの物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）を含み、前
記ＵＥは、前記隣接セルが、前記ＰＣＩに基づいて、会場内サービスを提供するか、ブー
ストされたユニキャストサービスを提供するかを決定する、［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ６］前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのためにネットワークオペレータ
によって確保された第１の複数のＰＣＩのうちの１つであるか、またはブーストされたユ
ニキャストサービスを提供するセルによって使用される第２の複数のＰＣＩのうちの１つ
である、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ７］前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのために確保される複数の予め定
義されたＰＣＩのうちの１つである、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ８］前記ＳＩＢは、前記隣接セルに関連付けられたＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピング
する情報を備える、［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ９］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記情
報は、前記隣接セルの特徴に基づいて生成される、［Ｃ８］に記載の方法。
［Ｃ１０］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記
情報は、前記隣接セルによって報告された前記隣接セルの特徴に基づいて、ネットワーク
エンティティによって提供される、［Ｃ８］に記載の方法。
［Ｃ１１］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記
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情報は、前記第１のセルの基地局によって提供される、［Ｃ８］に記載の方法。
［Ｃ１２］前記ＳＩＢは、前記第１のセルに関連付けられた周波数、前記隣接セルに関連
付けられた周波数、および少なくとも１つのＳＡＩを識別する情報を備える、［Ｃ４］に
記載の方法。
［Ｃ１３］前記ＳＩＢは、前記隣接セルのＳＡＩを識別し、前記隣接セルの前記ＳＡＩは
、会場内サービスに対応する、［Ｃ１２］に記載の方法。
［Ｃ１４］前記第１のセルが前記会場内サービスを提供しない時に、前記隣接セルが前記
会場内サービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することをさらに備え
る、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１５］前記第１のセルが前記会場内サービスを提供しない時に、前記隣接セルに移動
することは、
　ネットワークオペレータまたはユーザの予め定義された好みに基づいて、前記会場内サ
ービスを選択するかどうかを決定することと、
　前記ＵＥが前記会場内サービスを選択した場合に、前記隣接セルに移動すること
　を含む、［Ｃ１４］に記載の方法。
［Ｃ１６］前記ＵＥが会場内サービスを選択した場合、前記第１のセル内で利用可能な全
国向けのサービスを終了させることをさらに備える、［Ｃ１５］に記載の方法。
［Ｃ１７］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異
なる前記ＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することを
さらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１８］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異
なる前記ＭＢＭＳサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動することは
、
　ネットワークオペレータまたはユーザの予め定義された好みに基づいて、前記ＭＢＭＳ
サービスを選択するかどうかを決定することと、
　前記ＵＥが前記ＭＢＭＳサービスを選択した場合に、前記隣接セルに移動すること
　を含む、［Ｃ１７］に記載の方法。
［Ｃ１９］前記ＵＥが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる
、前記隣接セルによって提供されるＭＢＭＳサービスを選択した場合、前記第１のセル内
で利用可能なサービスを終了させることをさらに備える、［Ｃ１８］に記載の方法。
［Ｃ２０］ワイヤレス通信のための装置であって、
　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する第
１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別するための手段と、
　前記隣接セルを特徴付ける、ユーザ機器（ＵＥ）によって保持される情報に基づいて、
前記隣接セルが前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭＳ
サービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、前記ＵＥにおいて決定す
るための手段と、
　前記隣接セルを特徴付ける、前記ＵＥによって保持される情報に基づいて、前記隣接セ
ルが会場内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するかを
、前記ＵＥにおいて決定するための手段と、
　前記隣接セルに移動するための手段と、
　を備え、
　前記ＵＥが前記第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信しており、前記隣接セルが前記
会場内サービスあるいは前記第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストまたはマ
ルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動さ
せられ、前記ＵＥが前記第１のセル内でブロードキャストまたはマルチキャストサービス
を受信しており、前記隣接セルが、前記ブーストされたユニキャストサービスあるいは前
記第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマルチキャストサー
ビスを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動させられる、装置。
［Ｃ２１］前記第１のセルは、マクロセルおよび１つまたは複数のスモールセルを含む異
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種ネットワークを備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ２２］少なくとも前記隣接セルは、前記１つまたは複数のスモールセルに含まれる、
［Ｃ２１］に記載の装置。
［Ｃ２３］前記ＵＥが前記第１のセル内で動作している間に、システム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ）を受信するための手段をさらに備え、ここで、前記ＳＩＢは、１つまたは複数のセ
ルに関連付けられたサービスエリアアイデンティティ（ＳＡＩ）を含む、［Ｃ２０］に記
載の装置。
［Ｃ２４］前記ＳＩＢは、前記隣接セルの物理セルアイデンティティ（ＰＣＩ）を含み、
前記ＵＥは、前記隣接セルが、前記ＰＣＩに基づいて、会場内サービスを提供するか、ブ
ーストされたユニキャストサービスを提供するかを決定する、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２５］前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのためにネットワークオペレー
タによって確保された第１の複数のＰＣＩのうちの１つであるか、またはブーストされた
ユニキャストサービスを提供するセルによって使用される第２の複数のＰＣＩのうちの１
つである、［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２６］前記ＰＣＩは、会場内サービスを提供するセルのために確保される複数の予め
定義されたＰＣＩのうちの１つである、［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２７］前記ＳＩＢは、前記隣接セルに関連付けられたＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピン
グする情報を備える、［Ｃ２３］に記載の装置。
［Ｃ２８］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記
情報は、前記隣接セルの特徴に基づいて生成される、［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ２９］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記
情報は、前記隣接セルによって報告された前記隣接セルの特徴に基づいて、ネットワーク
エンティティによって提供される、［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ３０］前記隣接セルに関連付けられた前記ＰＣＩに前記ＳＡＩをマッピングする前記
情報は、前記第１のセルの基地局によって提供される、［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ３１］前記ＳＩＢは、前記第１のセルに関連付けられた周波数、前記隣接セルに関連
付けられた周波数、および少なくとも１つのＳＡＩを識別する情報を備える、［Ｃ２３］
に記載の装置。
［Ｃ３２］前記ＳＩＢは、前記隣接セルのＳＡＩを識別し、前記隣接セルの前記ＳＡＩは
、会場内サービスに対応する、［Ｃ３１］に記載の装置。
［Ｃ３３］前記第１のセルが前記会場内サービスを提供しない時に、前記隣接セルが前記
会場内サービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動するための前記手段は
、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させる、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ３４］前記隣接セルに移動するための前記手段は、ネットワークオペレータまたはユ
ーザの予め定義された好みに基づいて、前記会場内サービスを選択するかどうかを決定し
、前記ＵＥが前記会場内サービスを選択した場合に前記隣接セルに移動する、［Ｃ３３］
に記載の装置。
［Ｃ３５］前記隣接セルに移動するための前記手段は、前記ＵＥが会場内サービスを選択
した場合、前記第１のセル内で利用可能な全国向けのサービスを終了させる、［Ｃ３４］
に記載の装置。
［Ｃ３６］前記隣接セルに移動するための前記手段は、前記隣接セルが、前記第１のセル
内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる前記ＭＢＭＳサービスを提供すると決定
された場合、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させる、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ３７］前記隣接セルに移動するための前記手段は、ネットワークオペレータまたはユ
ーザの予め定義された好みに基づいて、前記ＭＢＭＳサービスを選択するかどうかを決定
し、前記ＵＥが前記ＭＢＭＳサービスを選択した場合に前記隣接セルに移動する、［Ｃ３
６］に記載の装置。
［Ｃ３８］前記隣接セルに移動するための前記手段は、前記ＵＥが、前記第１のセル内で
提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なる前記ＭＢＭＳサービスを選択した場合に、前
記第１のセル内で利用可能な全国向けのサービスを終了させる、［Ｃ３７］に記載の装置
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。
［Ｃ３９］ワイヤレス通信のための装置であって、
　　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する
第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別し、
　　前記隣接セルを特徴付ける、ユーザ機器（ＵＥ）によって保持される情報に基づいて
、前記隣接セルが前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭ
Ｓサービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、前記ＵＥにおいて決定
し、
　　前記隣接セルを特徴付ける、前記ＵＥによって保持される情報に基づいて、前記隣接
セルが会場内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するか
を、前記ＵＥにおいて決定し、
　　前記ＵＥが前記第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、前記隣接セル
が前記会場内サービスあるいは前記第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストま
たはマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記ＵＥを前記隣接セルに移
動させ、
　　前記ＵＥが前記第１のセル内でブロードキャストまたはマルチキャストサービスを受
信している時に、前記隣接セルが、前記ブーストされたユニキャストサービスあるいは前
記第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマルチキャストサー
ビスを提供すると決定された場合、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させる
　ように構成される、処理システム
　を備える、装置。
［Ｃ４０］コンピュータ読み取り可能な媒体を備えるコンピュータプログラム製品であっ
て、前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　　マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する
第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別し、
　　前記隣接セルを特徴付ける、ユーザ機器（ＵＥ）によって保持される情報に基づいて
、前記隣接セルが前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異なるＭＢＭ
Ｓサービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかを、前記ＵＥにおいて決定
し、
　　前記隣接セルを特徴付ける、前記ＵＥによって保持される情報に基づいて、前記隣接
セルが会場内サービスを提供するか、ブーストされたユニキャストサービスを提供するか
を、前記ＵＥにおいて決定し、
　　前記ＵＥが前記第１のセル内でＭＢＭＳサービスを受信している時に、前記隣接セル
が前記会場内サービスあるいは前記第１のセル内で同様に提供されるブロードキャストま
たはマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動し、
　　前記ＵＥが前記第１のセル内でブロードキャストまたはマルチキャストサービスを受
信している時に、前記隣接セルが、前記ブーストされたユニキャストサービスあるいは前
記第１のセル内で提供されるものとは異なるブロードキャストまたはマルチキャストサー
ビスを提供すると決定された場合、前記隣接セルに移動する
　ためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４１］ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（
ＭＢＭＳ）を提供する第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別すること
と、
　前記隣接セルから受信された物理セル識別子（ＰＣＩ）、および前記第１のセルからの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）において受信された前記ＰＣＩに関連する情報に基づい
て、前記隣接セルによって提供される１つまたは複数のサービスを識別することと、
　１つまたは複数の基準に基づいて、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させるどうかを決定
すること
　を備える、方法。
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［Ｃ４２］前記ＰＣＩに関連する前記情報は、複数の隣接セルに対応するＰＣＩと、前記
ＭＢＭＳの１つまたは複数のサービスエリアアイデンティティ（ＳＡＩ）との間のマッピ
ングを備える、［Ｃ４１］に記載の方法。
［Ｃ４３］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異
なるＭＢＭＳサービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかに基づいて、前
記ＵＥは、前記隣接セルに移動させられる、［Ｃ４２］に記載の方法。
［Ｃ４３］前記隣接セルが、ブーストされたユニキャストサービスを提供すると決定され
た場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動させられる、［Ｃ４２］に記載の方法。
［Ｃ４４］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供されるブロードキャストとは異なる
ブロードキャストを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動させら
れる、［Ｃ４２］に記載の方法。
［Ｃ４５］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供されるマルチキャストサービスとは
異なるマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セル
に移動させられる、［Ｃ４２］に記載の方法。
［Ｃ４６］ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス（
ＭＢＭＳ）を提供する第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別すること
と、
　前記隣接セルから受信された物理セル識別子（ＰＣＩ）、および前記第１のセルからの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）において受信された前記ＰＣＩに関連する情報に基づい
て、前記隣接セルによって提供される１つまたは複数のサービスを識別することと、
　１つまたは複数の基準に基づいて、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させるかどうかを決
定すること
　を備える、装置。
［Ｃ４７］前記ＰＣＩに関連する前記情報は、複数の隣接セルに対応するＰＣＩと、前記
ＭＢＭＳの１つまたは複数のサービスエリアアイデンティティ（ＳＡＩ）との間のマッピ
ングを備える、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ４８］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供される前記ＭＢＭＳサービスとは異
なるＭＢＭＳサービスを提供するか、同じＭＢＭＳサービスを提供するかに基づいて、前
記ＵＥは、前記隣接セルに移動させられる、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ４９］前記隣接セルが、ブーストされたユニキャストサービスを提供すると決定され
た場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動させられる、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ５０］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供されるブロードキャストとは異なる
ブロードキャストを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セルに移動させら
れる、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ５１］前記隣接セルが、前記第１のセル内で提供されるマルチキャストサービスとは
異なるマルチキャストサービスを提供すると決定された場合、前記ＵＥは、前記隣接セル
に移動させられる、［Ｃ４８］に記載の装置。
［Ｃ５２］処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置であって、
　前記処理システムは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）が、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス
（ＭＢＭＳ）を提供する第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別し、
　　前記隣接セルから受信された物理セル識別子（ＰＣＩ）、および前記第１のセルから
のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）において受信された前記ＰＣＩに関連する情報に基づ
いて、前記隣接セルによって提供される１つまたは複数のサービスを識別し、
　　１つまたは複数の基準に基づいて、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させるかどうかを
決定する
　ように構成される、装置。
［Ｃ５３］コンピュータ読み取り可能な媒体を備えるコンピュータプログラム製品であっ
て、
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　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　　ユーザ機器（ＵＥ）が、マルチメディアブロードキャスト／マルチキャストサービス
（ＭＢＭＳ）を提供する第１のセル内で動作している間に、隣接セルの存在を識別し、
　　前記隣接セルから受信された物理セル識別子（ＰＣＩ）、および前記第１のセルから
のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）において受信された前記ＰＣＩに関連する情報に基づ
いて、前記隣接セルによって提供される１つまたは複数のサービスを識別し、
　　１つまたは複数の基準に基づいて、前記ＵＥを前記隣接セルに移動させるかどうかを
決定する
　ためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。
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【図７】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９】



(32) JP 6199388 B2 2017.9.20

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(33) JP 6199388 B2 2017.9.20

【図１４】



(34) JP 6199388 B2 2017.9.20

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  リ、クオ－チュン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ワン、ジュン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ナイク、ナガラジュ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ベーレパッリ、シバラマクリシュナ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ゴールミー、ラルフ・アクラム
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ウォーカー、ゴードン・ケント
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付

    審査官  伊東　和重

(56)参考文献  特開２０１１－２３４０３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１１／１５７２１６（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００９－１８２９４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              Qualcomm Incorporated, New Postcom，Additional Assistance Information for MBMS UEs[onl
              ine]，3GPP TSG-RAN WG2#79，3GPP，２０１２年　８月　７日，R2-124058，検索日[2017.07.13]
              ,インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSGR2_79/Docs/R2-124058.z
              ip＞

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

